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1. はじめに 

 東日本大震災以降，地震によるリスクが増加している近年において，防災・減災対策の重要性は増してい

る． 1858 年に富山県富山市で発生した飛越地震による土石流災害，「鳶山崩れ」によって常願寺川の扇状地

は甚大な被害を受けたが，現在においてもそのような災害が発生した場合，扇状地に大規模な被害が想定さ

れる．ハード面の対策だけではなく，被害を抑えるためには住民による協力が必要不可欠である．こうした

観点から，本研究では「平成の鳶崩れ 1)」の土石流災害を想定した住民の避難シミュレーションを行い，現

状の避難完了に要する時間，及び地震発生後の住民の挙動が土石流避難にかかる時間に対し影響を与えるの

か分析した． 

 

2. 既存研究 

 従来から水害時の避難行動や住民の災害意識に着目した研究は数多く行われている．避難の意思決定プロ

セスや被災経験が避難行動に与える影響を明らかにした研究事例には，片田ら 2)や及川ら 3)がある．片田ら

は，洪水被害の発生に至る状況変化との関わりの下で，住民が不安を感じ避難行動を開始するまでの一連の

意思決定プロセスを明らかにしている．また，及川らは，洪水の経験が避難開始に与える影響を分析し，河

川洪水の経験は必ずしも避難行動を迅速に導くとは言えないことを，洪水経験における被害程度，伝承，時

間経過などとの関連のもとで指摘している．水害に関するレビューを行った結果，地方都市を襲った水害，

つまり経験者がほとんどおらず洪水に対する各種インフラ整備が十分でない都市を対象に実態分析を行った

研究事例は見当たらなかった．また，大規模な土石流を対象とした広域的な避難のシミュレーションを行っ

た研究はなく，比較的地震による被害が少ない地方都市の防災に関する課題を明らかにするためにも本研究

は有意義であると言える． 

 

3. 研究方法 

 本研究ではまず，「平成の鳶崩れ」災害の被害想定区

域内の住民を対象としたアンケート調査を実施した．今

回実際に使用したアンケート調査票の一部を図-1 に示

す．調査項目，配布期間，部数，回収率については表-1

に示す通りである．次にアンケート調査の結果を考慮

し，「平成の鳶崩れ」災害発生時を想定した住民の避難

シミュレーションを行うことで現状の避難完了に要す

る時間，及び地震発生後の住民の挙動が土石流避難にか

かる時間に対し影響を与えるのか分析した．また，数量

化Ⅱ類を用いることで「どういった人がどの避難方法を

選択しているのか」をアンケート調査の結果から分析し

た． 

表-1 アンケート調査の概要 

配布期間
2016年2月8日～10日

（3日間）

対象地域 『平成の鳶崩れ』浸水想定区域

調査項目

　　1.　『平成の鳶崩れ』発生時の避難行動
　　　　（避難のタイミング・避難場所・避難手段）
　　2. 　避難に関する施策案について
　　3. 　防災意識
　　4. 　地域愛着度
　　5. 　個人属性

配布部数 5,000部

回収率 10.6%
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4. 土石流避難シミュレーション  

 大規模な土石流災害，「平成の鳶崩れ』を想定しているため，

本研究では広域的な避難を前提としている．そのため，まず避

難手段としては自動車を用いての避難を考える．『平成の鳶崩

れ』を想定するにあたり，避難シミュレーションの対象地域は

当想定災害の浸水想定区域(図-2)を選定し，また，シミュレー

ションソフトは Aimsun を使用した．シミュレーションの手順

としては，まずソフト内に道路ネットワークを作成，今回は国

道・県道の道路のみでネットワークを構築した．次に車両の発

生地点・目的地の設定を行い，様々なパターンでのシミュレー

ションを行う．今回は浸水想定区域内に住む全世帯を浸水想

定区域外へ避難させるシミュレーションとアンケート調査の

避難場所選択の集計結果を反映したシミュレーションの 2 つ

を行った．一世帯につき一台の自動車で避難するものとし，ま

た，避難方法としては全世帯を同時に避難させる一斉避難を

採用している．今回のシミュレーションにおいて設定した避

難所は小・中学校でありその位置は図に示す通りである． 

 

5. 数量化Ⅱ類による分析 

 数量化Ⅱ類の分析において，まず目的変数を土石流に対して①地震が発生した時点で避難を開始する，②

避難勧告等が発令されるより前に自分の判断で避難を開始する，③避難勧告・指示が発令された時点で日案

を開始する，以上の 3 群で設定した．説明変数は避難場所，避難手段，自動車保有台数，普段最も利用して

いる交通手段，年代などその他，防災意識に関する変数を設定して行う．相関比，判別的中率の向上を目指

しつつ，しっかりとした説明ができるモデルの作成を行う． 
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図-1 アンケート調査票の一部 

図-2 「平成の鳶崩れ」浸水想定区域と避難所 
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